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第 161回 CISパートナー会議事録（一般様用） 再修正 2025-12-4 

                                             

  開催日時 2025年 11月 30 日（日） 13時～15 時  

  講 師  竹内 学 様 

  テーマ   電荷の測定法  

 

                        電荷の測定法      会議風景 
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1) 電荷の測定法 
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金属板の上に PTFEなどの樹脂が

張り付けてある。 
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電荷  T=30：55 
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２） ファラデーケージ         T＝35：00 

  測定できる電荷量はどれぐらいのオーダーなんでしょうか？   

  一般にはファラデーケージに接続するキャパシターの静電容量は pＦ～μFで、例えば 0.1μFのとき、電

位差として 1 V程度を検出するとすれば測定できる電荷量は 0.1μC程度となります。 (修正 2025-12-4) 

                                      再修正 1行デリート。 

  

2-1） ファラデーケージ 二重構造にする理由。 

   測定系の外部からの静電誘導を防ぐ。 

 

2-2)  ファラデーケージ には、帯電したサンプルを入れるための 

   窓口（小さな穴）が必要。 外部からの静電気誘導を受けない 

ような構造/配置が考えられている。  

 

 

３） 粉黛トナーの帯電 

  摩擦（トリボ）帯電 

  粉黛塗料の通過する管の中心部のＰＴＦＥとの衝突による摩擦 

  を利用する方式。 

 

  この方式では、（空送）流れで摩擦をすることなくしたがって 

帯電せず通過してしまうトナーが存在する可能性が有る、 

これを防ぐために、コロナイオンを使用するなどの工夫がな 

されている。 

 

 

 

 

 

 

４） イオンｴンジン の開発に利用されている帯電量測定は？         Ｔ＝１：０7：４１ 

  JAXA 

 

５） 空中電荷の話題 

  地学実習で学生実験したことがある。 

  次回のテーマに仮設定する。 久米さんのｔtう都合次第ということで本日は手打ち。 
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6） 今後の日程  

        第 162回  12 月 21日 (日) 13 時 ～ 久米 健次 様  

        第 163回   1月 18 日 (日) 13時 ～ 寺川 雅嗣 様  

        第 164回   2月 22 日 (日) 13時 ～ 山本 洋一 

HP http://www.cis-laboratories.co.jp/index.html  

 

以上 

 

                             2025-12-03 文責 山本洋一 


